
白鷺の街自治会 平成29年5月27日　第132号

白

鷺

だ

よ

り

発
行

平
成
二
十
九
年
五
月

責
任
者

関
口

保

編
集

白
鷺
の
街
自
治
会

第４４回白鷺の街自治会総会 開催！

挨拶する関口会長議事進行する森石議長

▼
平
成
二
十
九
年
度
役
員

・
会
長

関
口

保

・
副
会
長

北
村
和
行
・
宮
脇
康
子

・
会
計

赤
井
光
典

・
総
務
部
長

泉
谷
八
重
子

・
生
活
環
境
部
長

橋
本
幸
太
郎

・
防
犯
防
災
部
長

大
塚

進

・
文
化
体
育
部
長

小
澤
今
朝
男

・
広
報
部
長

宇
多

修

・
相
談
役

高
橋
正
明
・
墨
江
利
明

湯
原
光
雄
・
森
石
泰
弘

長
谷
川
好
美
・

竹
内
一
雄

・
会
計
監
査

宇
多

弘
・
和
田

満

よろしくお願いします！

決算報告する赤井会計

第
四
十
四
回
白
鷺
の
街
自
治
会
総
会
が

平
成
二
十
九
年
四
月
十
六
日(

日
）
午
後

一
時
よ
り
自
治
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

出
席
者
は
六
十
四
名
、
委
任
状
百
三

十
名
と
合
わ
せ
て
合
計
百
九
十
四
名
と

な
り
、
会
員
数
二
百
二
十
八
名
の
三
分

の
二
以
上
を
上
回
り
、
会
則
に
よ
り
総

会
が
成
立
し
、
次
の
議
案
は
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

○
第
一
号
議
案

平
成
二
十
八
年
度
事

業
報
告

○
第
二
号
議
案

平
成
二
十
八
年
度
一

般
会
計
と
空
き
地
管
理
会
計
の
決
算

報
告
及
び
監
査
報
告

○
第
三
号
議
案

平
成
二
十
九
年
度
役

員
（
案
）

○
第
四
号
議
案

平
成
二
十
九
年
度
事

業
計
画
（
案
）

○
第
五
号
議
案

平
成
二
十
九
年
度
一

般
会
計
予
算
（
案
）

※
議
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
事
前
に
各

戸
配
布
し
て
い
ま
す
。
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▼
文
化
体
育
部
長

小
澤

今
朝
男

二
十
九
年
度
文
体
部
長
を
担
当
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
部
員
は
鈴
木
、
小

林
各
氏
で
す
。
相
談
役
湯
原
氏
、
会
員

皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

▼
防
犯
防
災
部
長

大
塚

進

こ
の
度
、
防
犯
防
災
部
長
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自
治

会
の
役
員
（
班
長
）
は
初
め
て
な
の
で

分
か
ら
な
い
事
が
多
く
、
先
輩
方
に
御

指
導
を
受
け
一
つ
一
つ
解
決
し
て
行
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
防
犯
防
災
の
仕

事
と
し
て
は
街
路
灯
、
消
火
器
の
点
検

な
ど
あ
り
ま
す
が
、
防
災
訓
練
に
は
皆

様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
総
務
部
長

泉
谷

八
重
子

「
白
鷺
の
街
」
に
来
て
、
早
く
も
三

十
数
年
、
当
時
は
子
供
の
遊
び
声
も
賑

や
か
で
白
鷺
も
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

最
近
は
、
子
供
の
声
も
少
な
く
ち
ょ
っ

と
寂
し
く
感
じ
ま
す
。
白
鷺
も
完
全
に

高
齢
化
社
会
、
私
も
そ
の
一
人
「
ま
だ

ま
だ
若
者
に
は
負
け
ら
れ
な
い
」
、
今

日
こ
の
頃
で
す
。
今
回
、
総
務
部
長
を

引
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
一
年
間
、
皆

様
の
ご
協
力
を
頂
き
一
生
懸
命
努
め
ま

す
。
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
任
部
長
挨
拶

▼
広
報
部
長

宇
多

修

今
年
度
広
報
部
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
四
班

の
宇
多
で
す
。
気
が
付
け
ば
白
鷺
の

街
に
戻
っ
て
来
て
早
七
年
が
経
っ
て

お
り
、
班
長
も
回
っ
て
く
る
訳
で
す
。

森
石
相
談
役
、
部
員
の
山
崎
さ
ん
、

立
花
さ
ん
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
得

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
生
活
環
境
部
長

橋
本

幸
太
郎

今
年
度
の
生
活
環
境
部
長
を
担
当

す
る
、
十
五
班
の
橋
本
で
す
。
現
役
引

退
後
は
勝
手
気
儘
な
生
活
を
楽
し
ん
で

き
た
私
に
、
ま
さ
か
、
ま
さ
か
の
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
生
活
の
リ
ズ
ム
が
一
変

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
長
谷
川
相
談
役
、

高
樋
部
員
及
び
由
良
部
員
の
助
け
を
頂

き
何
と
か
こ
の
任
を
全
う
す
べ
く
頑
張

り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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利
根
町
の
歴
史
か
ら

利
根
町
に
隣
接
す
る
龍
ケ
崎
は
、

伊
達
藩
の
領
地
で
し
た
。
伊
達
藩
は
、

伊
達
政
宗
を
初
代
藩
主
と
す
る
仙
台

藩
の
別
称
で
す
。

伊
達
政
宗
は
、
徳
川
家
康
か
ら
、

慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
年
）
に
徳

川
家
康
か
ら
常
陸
河
内
郡
と
信
太
郡

二
六
ケ
村
（
一
万
石
余
り
）
を
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

伊
達
政
宗
は
、
当
時
の
龍
ケ
崎
村

に
陣
屋
を
構
え
て
代
官
を
置
き
、
常

陸
国
に
お
け
る
仙
台
領
支
配
の
中
心

地
と
し
た
た
め
龍
ケ
崎
は
繁
栄
し
ま

し
た
。

街
道
の
出
入
り
口
に
は
「
仙
臺

領
」
と
刻
ん
だ
石
柱
を
建
て
、
治
安

と
防
衛
の
た
め
に
番
屋
を
お
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
で
有
名
な
般
若
院

は
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
年
）
に

伊
達
家
代
々
の
位
牌
所
の
御
朱
印
と

し
て
三
石
を
受
け
て
い
ま
す
。

龍
ヶ
崎
は
、
江
戸
ま
で
十
三
里
と

い
う
要
衝
の
地
だ
っ
た
の
で
す
。

一
三
班
二
二
七
号

佐
藤
高
市

五
月
二
十
一
日
（
日
）
第
二
公
園
に
て
、
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
組
み
立
て
式
リ
ヤ
カ
ー
の
組
み
立
て
、
担
架
の

準
備
、
訓
練
用
消
火
器
に
よ
る
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

非
常
用
ア
ル
フ
ァ
米
の
炊
き
出
し
を
行
い
、
参
加
者
へ

配
布
し
ま
し
た
。
そ
の
場
で
試
食
し
た
方
々
か
ら
は
「
意

外
と
美
味
し
い
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
議
の
石
山
さ
ん
に
よ
る
非
常
時
の
ラ
ン
プ
作
り

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

防
災
意
識
を
高
め
、
日
頃
か
ら
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

春
の
大
掃
除
実
施

五
月
二
十
一
日
（
日
）
団
地
内
の
大
掃
除
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
暑
い
朝
を
迎
え
ま
し
た
が
、
約
百
八
十
名
の
方
々
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
事
故
も
な
く
予
定
時
間
内
に
作
業
が
完
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春
の
防
災
訓
練
実
施
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し
ら
さ
ぎ
伝
言
板

▼
訃
報な

し

▼
転
入
・
転
出

な
し

編
集
後
記

白
鷺
だ
よ
り
を
い
つ
も
お
読
み
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
る

白
鷺
だ
よ
り
を
目
指
し
て
広
報
部
一
同

頑
張
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
原
稿

執
筆
及
び
写
真
撮
影
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
部
一
同
）

💗

ぴ
か
ぴ
か
の
一
年
生

💗

今
年
は
白
鷺
の
街
か
ら
二
名
の
小
学

生
、
二
名
の
中
学
生
が
新
入
学
さ
れ
ま

し
た
。
白
鷺
の
街
を
あ
げ
て
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

★
阿
部

壮
佑

（
あ
べ

そ
う
す
け
）
く
ん

一
一
班

一
六
五
号

べ
ん
き
ょ
う
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

ひ
る
や
す
み
に
と
も
だ
ち
と
い
っ
ぱ
い

あ
そ
ぶ
の
が
た
の
し
み
で
す
。

が
っ
こ
う
で
は
こ
く
ご
の
じ
か
ん
が

す
き
で
す
。

★
谷
澤

心
那

（
や
ざ
わ

こ
こ
な
）
ち
ゃ
ん

一
六
班

二
五
三
号

せ
ん
せ
い
と
と
も
だ
ち
と
な
か
よ
く

あ
そ
び
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

利根町 白鷺の街

世帯数 7,032 250

総人口 16,651 560

男 性 8,216 275

女 性 8,435                 285

白鷺の街 世代別人口

0 ～ 19歳 45（男 24、女 21）

20 ～ 49歳 158 （男 87、女 71）

50 ～ 69歳 174 （男 76、女 98）

70 ～ 79歳 139 （男 67、女 72）

80 ～ 89歳 41 （男 21、女 20）

90歳～ 3 （男 0、女 3）

★
橋
山

恵
寿

（
は
し
や
ま

け
い
じ
ゅ
）
君

一
二
班

一
七
六
号

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

★
磯
野

恵
大

（
い
そ
の

け
い
と
）
君

二
班

四
四
号

中
学
生
に
な
っ
て
、
バ
ス
で
一
時
間

以
上
か
け
て
学
校
へ
通
っ
て
い
ま
す
。

最
初
は
通
学
時
間
も
学
校
も
初
め
て
の

事
ば
か
り
で
疲
れ
ま
し
た
け
ど
や
っ
と

最
近
少
し
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
少
し
ず

つ
友
達
も
増
え
て
き
て
す
こ
し
ず
つ
楽

し
い
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
き
っ

と
も
っ
と
楽
し
い
事
が
あ
る
と
思
う
と

中
学
校
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。
中

学
校
で
も
っ
と
も
っ
と
友
達
を
作
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

６月 6/3 (土） 九団地 会長会

6/10(土） 消防団との懇談会

6/17(土） 九団地 役員懇談会

７月 7/1（土） 臨時役員会（納涼大会打合せ）

7/8（土） 第１回納涼大会実行委員会

7/15(土） 第２回納涼大会実行委員会

7/19(水） 盆踊り練習

7/23(日） 納涼大会準備

7/26(水） 盆踊り練習

7/29(土） 納涼大会準備作業

7/30(日） 納涼大会後片付け

人
口
と
世
帯4

月

1

日
現
在

自
治
会
活
動
予
定

新
小
学
生

新
中
学
生
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